
読者アンケー 卜＆投稿
｜・マンスリー 参考になった記事同を付けてください。｜

口（3 p）人前での話が苦手な人へのアドバイス
口（4p）元気印企業（1）外食＋ITの複合企業へに
口（6p）元気印企業（2）小ネギで6次産業化
口（8p）企業経営における遠視眼の震
口（10p）明日を読む新福秀秋氏

1・トップの情報CD 参考になったもの同を付けてください。｜

口1 .オープニング／編集長・伊藤暢人
口2. ニ ッポンは大丈夫／今井激氏
口3.定額残業代／藤原伸吾氏
口4.新高品開発／高杉康成氏
口5.ディズニーランド／香取貴信氏

｜・投稿・通信欄 ｜ 
編集部へのご要望や日頃の思いなどをご自由にお書きください。誌面や音声媒体に掲載可能な場合は、下記の「掲載可」に団を付け、
ペンネームをお書き添えください（個人情報はお書きにならないでください）。ニュースリリースなと

、
は別途、編集部あてにお送りください。

口掲載可 口掲載不可〔ペンネーム：

お手数ですが、FAXでお送りください。ご意見・ご要望は今後の誌面作りの参考にさせていただきます。

I アンケー ト・投稿専用FAX I 
※裏面の各種申込書のFAX番号

とは異なります。ご注意ください。

畿飯寧，Eアマナイメー ジズ

NVC-1603- 6 720 
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「農家の常識」にとだわらない試みで、 高品質な小ネギの

量産体制を確立した。小売りへの直販や加工品への進出に

もいち早く取り組み、 市況価格に影響されにくい経営体質

を築いている。 「持続できる農業には地元との共生が必須」

と、 地域おとしにも積極的に取り組む。 （編集部）
カットネギl;I:今や総売上高の半分以上を占めている

焼き物の町として知られる佐賀県伊

万里市。 伊万里グリ ーンファ ー ムはそ

の郊外で、 延べ面積2.4ヘクタ ールも

のビニ ールハウスを点在して持ち、小

ネギ（青ネギ）を生産している。

土づくりや肥料、栽培用の水に工夫

して生育環境をコントロ ールすること

で雑菌の繁殖を抑え、品質に優れた小

ネギの量産に成功した。 その品質は高

く評価され、2015年9月からはANA

の国際線のファ ーストクラスで、機内

食に採用されているほどだ。

ブランドを「伊万甲ーねぎ」に統一し

て、 カットネギや乾燥ネギ、 ネギ塩な
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どの加工品にも進出している。 市況に

影響されやすい生鮮ネギの売り上げ比

率を全体の4割未満に抑え、 販路も地

元九州から｜則州、｜則東まで大きく広げ

ている。

「まずやってみる」でネギ名人民

「農業を継ぐ気は全くなかった」と

話す前田清浩社長は商業高校を卒業後、

地元の金融機関に10年勤めた。 だが

父親が体調を崩し、家業を継ぐ決意を

固める。

1988年に戻り、 父親や胤凶の農家

に学んで、 農業にーから取り組んだ。
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その後、 素人ならではの新しい発想が

徐々に生まれていく。 例えば、 ハウス

栽培にはトラクタ ーでの土おこしは向

かない、 という常識が農家にあった。

しかし、その理由ははっきりしていな

い。 前田社長が実際に試してみたとこ

ろ、小ネギの生育状況は変わらないこ

とが分かつた。 それまで耕運機を手で

押して耕していた作業をトラクタ ーに

変えることができ、作業効率は大幅に

向上した。

これをきっかけに前田社長は機械化

を進め、 ハウス而積を拡大。 父の代か

ら取り組んでいる良質な堆肥による土

……「






